
担い手の確保、提供

地条件の整備

●耕作放棄地土地所有者●

利用巷の調整、

土地条件の整備

●地域住民、NPO法人など●

技術支援、情報鰻

土地条件の整備

●行政、農協などの関係機関●

必要な取り組み 

①耕作者（所有者・利用者）の調整 

②営農技術・加工・販売ノウハウの提供 

③土地条件の整備、地域くるみでの取り組み 

取り組みのポイント

（D担い手の確保

②何を作るのか

③再生する土地条件は
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コ
ー
ル
）
農
業
生
産
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
「
食
料
自
給
率
の
低
下
」
の
一
つ

の
大
き
な
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

日
本
の
食
料
は
、
約
6
割
以
上
を
海
外
か
ら

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
図
3
の
グ
ラ
フ

に
示
す
と
お
り
、
主
要
先
進
国
の
中
で
も
日

本
は
、
極
め
て
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
換
算
し
て
い
ま
す
）
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
オ
当
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
な
ど
国
土

が
広
い
国
々
に
お
け
る
食
料
自
給
率
が
高
い

こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
国
土
面

積
が
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
イ
ギ
リ
ス
や
山
間

部
が
多
い
ス
イ
ス
と
比
較
し
て
も
、
い
か
に

日
本
の
食
料
自
給
率
は
低
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
か
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い

ま
す
。食
料
自
給
率
が
低
い
と
何
が
問
題
と
な
っ

て
く
る
の
か
。
そ
れ
は
「
食
料
供
給
の
不
安
定

感
」
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
食
料
供
給

は
、
輸
出
国
の
農
産
物
需
給
の
動
向
に
大
き

く
左
右
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
近
年
の
世
界

に
お
け
る
食
料
事
情
に
は
、
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
世

界
人
口
の
増
加
、
中
国
や
イ
ン
ド
に
お
け
る

富
裕
層
の
弦
大
、
ま
た
、
頻
発
す
る
異
常
気

象
な
ど
の
世
界
の
状
況
の
変
化
は
、
私
た
ち

の
食
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
世
界
の
穀

物
価
格
に
限
っ
て
見
て
も
、
2
0
0
6
年
（
平

成
1
8
年
）
ご
ろ
か
ら
上
昇
し
、
不
安
定
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
価
格
が
上
昇
し
た
背
景

に
は
、
穀
物
市
場
へ
の
国
際
投
機
資
金
の
流

入
や
バ
イ
オ
燃
料
の
需
要
の
拡
大
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
主
要
な
生
産
国
、
輸
出
国
が
、
減

産
に
伴
っ
て
、
自
国
の
需
要
や
物
価
安
定
を

優
先
さ
せ
る
た
め
に
輸
出
規
制
を
行
え
ば
、

食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
る
日
本
は
、
確
実

に
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
日

本
で
の
自
給
率
が
比
較
的
高
い
米
の
消
費
量

は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も

食
料
自
給
率
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
も
っ

と
自
分
た
ち
が
何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
食

料
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
を
起
こ
す
時
期
に

来
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
帯
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
利
用
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
主

に
次
の
3
つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
第
1
に
耕

作
者
確
保
の
視
点
に
立
ち
「
農
業
の
引
き
受
け

手
、
担
い
手
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
」
、

第
2
に
作
物
の
選
定
や
販
路
確
保
な
ど
の
視

点
に
立
ち
「
何
を
作
る
の
か
」
、
第
3
に
再
生

作
業
や
施
設
整
備
の
視
点
に
立
ち
「
土
地
の
条

件
は
ど
う
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
農
業

者
た
け
で
な
く
、
行
政
や
農
業
関
係
団
体
、

地
域
住
民
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ

と
、
す
な
わ
ち
三
者
が
協
働
で
取
り
組
む
こ

と
が
、
有
効
か
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
「
耕
作
放
棄
地
全
体

調
査
」
を
踏
ま
え
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
活

用
に
向
け
て
、
5
カ
年
を
か
け
て
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
計

画
（
「
都
留
市
耕
作
放
棄
地
再
生
活
用
5
カ
年

計
画
」
）
を
定
め
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
4
月
2
7
日
に
は
、

各
地
区
の
市
農
業
委
員
を
中
心
に
、
富
士
・

東
部
農
務
事
務
所
、
ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組

合
、
山
梨
富
士
農
業
共
済
組
合
な
ど
の
関
連

機
関
で
組
織
す
る
「
都
留
市
地
域
耕
作
放
棄
地

対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
て
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
、
協
議
会
が
行
う
対
策
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
た
原
因
を
さ
ら
に
き

め
細
か
く
追
求
し
、
耕
作
者
の
意
向
を
調

査
し
ま
す
。

○
耕
作
放
棄
地
の
活
用
に
向
け
た
地
域
の
合

意
形
成
を
促
進
し
、
そ
の
合
意
に
基
づ
き
、

規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者
や
農
業
生
産

法
人
、
新
規
参
入
企
業
、
N
P
O
法
人
な

ど
の
多
様
な
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
を

進
め
ま
す
。

○
県
の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
や
地
域
普
及
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
高
齢
者
に
も
生

産
可
能
な
山
菜
な
ど
の
省
力
栽
培
作
物
の

普
及
に
努
め
、
農
産
物
直
売
所
の
利
活
用

の
推
進
を
図
り
、
生
産
意
欲
を
向
上
さ
せ

る
地
域
特
産
物
の
導
入
や
販
路
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

○
田
舎
暮
ら
し
を
志
向
す
る
都
市
住
民
の
定

年
退
職
者
な
ど
二
地
域
居
住
や
定
住
化
が

進
む
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
住
民
が
農

業
に
親
し
む
た
め
の
市
民
農
園
や
、
就
農

の
た
め
の
経
営
耕
地
と
し
て
利
用
拡
大
が

図
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
農
地
の
保
全
管
理
の
観
点
か

ら
も
農
地
を
市
民
と
都
市
住
民
と
の
交
流

の
場
と
し
て
と
ら
え
、
体
験
農
園
な
ど
の

整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
、
今
ま
で
述
べ
た

数
々
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
だ
け
で
は
な

く
、
「
雇
用
の
創
出
」
や
「
特
産
品
の
開
発
な
ど

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
」
、
「
食
育
」
な
ど

に
も
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
国
、
県
、
ま
た
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け

た
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


